
日本ゼオン
合成ゴム

⇒医農薬中間体（シクロペ
ンタン等）、循環器系・消
化器系医療機器（カテーテ
ル等）

日本ユニカー
ポリエチレン

⇒高機能ポリエチレン（マ
スキングフィルム等）

セントラル硝子
苛性ソーダ、塩ビ

⇒医農薬原薬、中間体
（含フッ素化合物＝キラル
化合物、芳香族等）

日油
食品（マーガリン等）

⇒ＤＤＳ、医薬用製剤原料、
診断・研究用試薬

旭化成ケミカルズ
化成肥料

⇒医薬品原料（セルロー
ス誘導品等＝コーティング
剤、結合剤、崩壊剤等）

味の素
うま味調味料

⇒アミノサイエンス（医薬・
食品用アミノ酸、アミノイン
デックス）、医薬品、健康
基盤食品

旭硝子
板ガラス
⇒バイオ医薬品（ASPEX=

たんぱく質生産システム）、
医薬中間体・原体（重炭酸
ナトリウム=透析用輸液
等）

昭和電工
アンモニア、肥料

⇒医薬品中間体原料
（パラ－シアノベンゾイル
クロリド等）

大陽日酸
産業用ガス（酸素、窒素、
アルゴン）

⇒在宅医療・呼吸療法機
器、医療用ガス、バイオ関
連機器、検査用診断薬原
料等

川崎オキシトン
産業用ガス

⇒医療用ガス（酸素吸入
用、麻酔用ガス等）

日本冶金
汎用ステンレス

⇒高機能性ステンレス材
（手術用縫合針等）

東扇島

千鳥

浮島

水江
扇町

羽田空港

川崎

殿町

鶴見

扇島

京浜臨海部の現状と特徴
平成24年10月31日
川 崎 市

大同特殊鋼
普通鋼・特殊鋼

⇒医療用チタン、チタン合
金（人工歯根、人工関節、
人工心臓弁等）

東芝
送電用器具

⇒超音波診断機器、電流
検出型ＤＮＡチップ等



京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区周辺の先端研究機関・企業

● 企業・研究所

▲ 大学

△ 主な病院

□ その他 日本医科大学武蔵小杉病院

川崎市立病院

△

△▲

△●

富士ソフト
●県立がんセンター

△
実中研 再生医療・新薬開発センター
健康安全研究センター（仮称）
川崎市立川崎病院

殿町国際競争拠点
（キング スカイフロント）

新川崎・創造のもり地区
ＮＡＮＯＢＩＣ
Ｋ２タウンキャンパス

福浦拠点
横浜市立大学医学部・
附属病院
先端医科学研究センター

理化学研究所（横浜市）
○ゲノム医科学研究
○免疫・アレルギー科学研究
○オミックス基盤研究 など

横浜バイオ産業センター
○バイオ関連企業向け
賃貸型研究開発施設

横浜市立大学鶴見キャンパス
○大学院生命ナノシステム科学研究科

末広拠点
（横浜サイエンスフロンティア）

横浜バイオ医薬品研究開発センター
○GMP基準に準拠した治験薬原薬の受
託製造施設

かながわサイエンスパーク
ＫＳＰ、ＫＡＳＴ

みなとみらい拠点
パシフィコ横浜
バイオジャパン・メドテック等
の展示会・商談会、医療・医学関連学会

★羽田空港
2010年10月国際化

平成24年10月31日
川 崎 市



政策課題 解決策 目標達成のための事業

＜政策課題１＞

個別化・予防医
療を実現するた
めの健康情報等
のデータベース
構築

＜政策課題３＞

大学等の優れた
要素技術の産業
化と既存産業の
医療・健康分野
への展開

＜解決策１＞

健診データを
活用した検体
バンク・検体
情報ネットワ
ークの整備

＜解決策３＞

ニーズ主導の
マッチングに
よるベンチャ
ー企業等の創
出・産業化

＜政策課題２＞

国際共同治験の
推進によるドラ
ッグラグ・デバ
イスラグの解消
と国内製品のア
ジア市場への展
開

①
再
生
医
療

②
が
ん
・
生
活
習
慣
病

③
公
衆
衛
生
・
予
防
医
学

＜解決策２＞

革新的な医薬品
・医療機器の新
たな評価・解決
手法の確立と国
際共同治験の迅
速化

個別化・予防医療時代に対応したグローバル企業による革新的医薬品・医療機器の
開発・製造と健康関連産業の創出

実現を図る目標

○アミノインデックス®を活用した

テーラーメイド医療への展開
（がんリスクスクリーニング）
○東西医療の融合を見据えた

新たな機能性食品の開発と
それに伴う機能性・安全性評価の確立

○ＶＣＸモデルを用いた新規抗がん剤
の実現 等

○国立医薬品食品衛生研究所の整備と
レギュラトリーサイエンスの推進

○ヒトｉＰＳ細胞・体性幹細胞を用いた
医療産業の基盤構築

○薬事承認審査事前相談機能 等

○京浜臨海部 医工連携の推進(県、
横浜、川崎、大田区などの連携による
医療機器等の創出)

○企業ニーズと、大学や研究機関が
有するシーズのマッチングを図る
コーディネート 等

日本が先駆けて
取り組む国際的

な課題

地球温暖化や

グローバル化

の進展による

感染症などの

拡大

超高齢社会の

進展による

医療費の

増大・人々の

ＱＯＬの向上

生活水準の

向上による

生活習慣病

などの増大

波及効果
京浜臨海部で

取組む３本の
柱

国
際
的
な
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
な
が
ら
、

我
が
国
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を
牽
引

医療
費の
削減

QOLの
向上

雇用
の

拡大

経済
成長

京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区の概要 平成24年10月31日
川 崎 市



実
用
化
、
製
品
化
率
の
向
上

医療機関

医療ニーズ

企業ニーズ

研究機器企業

診断薬企業

医療機器企業

製薬企業

健康関連企業

診療所

超高齢化社会

社会的ニーズ

患者ＱＯＬ向上

様々なニーズの存在

既存大企業

民間企業の
シーズ

アカデミア系
のシーズ

工学部系

農学部系

理学部系

実中研・理研など

高度技術を保有
する中小企業

ベンチャー等

様々なシーズの存在

コーディネート、マッチング機能の強化

プロジェクトの構想の立案

出口戦略の確立

プロジェクトの実行

ニーズとシーズの出会
いの場の確保（ﾏｯﾁﾝｸﾞ、
ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ機能）

特区間連携による役
割分担、相乗効果

国内外の研究者が
機動的に交流

再国際化した羽田空港を活かす取組

既存集積産業の高度化
による医工連携の推進

特区制度の活用（事業推進）

知財支援
（ﾗｲｾﾝｽｱ
ｳﾄ等の支
援）

有能なコー
ディネーター

の確保

・ライフサイエンスネットワーク事業（市）
・医工連携研究会（産業振興財団）
・産業連携道場（大田区）
・医工連携プロジェクト（木原財団）など

既存事業との連携、活用
事業化資
金の支援、
人材派遣
支援

東工
大LE、
慶大
K2等

解決策３ ニーズ主導のマッチングによるプロジェクト創出
平成24年10月31日
川 崎 市


